
































よび図版索引を論説の一部と共に 「クリティカル ・アンソロジー」 と題してま
とめ,その冒頭論文の中で 「カメラ ・ワーク」誌の創刊から終刊に致る間の節
目を1907年,1910年,1915年,に設定し,第一期(踏襲期),第二期(拡張





1969年には 「カメラ ・ワーク」誌の復刻版が作 られたが,図版,論説,広
告,総 てオフセット印刷による単色刷であり,整然 としたタイポグラフィーは
再現されているものの,それぞれの内容の把握を可能にしたという程度にとど
まっている。実物の 「カメラ・ワーク」誌の,やや厚手の紙 と活版印刷から得
られる力強い重厚感や,当時の意欲的な印刷実験であり美的表現の探求 とも捉
えるこのできる写真図版などから,再現と表現のはざまに横たわる価値体系に
ついて,現代 に示唆するものを感じとることもできよう。写真とその技術をめ
ぐって,今 日に至るまで,様々な展開を呈 した写真観の再考には最も適した素
材である 「カメラ ・ワーク」誌の周辺には,実に多様な論考の視点が潜んでい
るように思われる。今後,更 に問題点を明確にし,研究を進めていきたヤ〉と考
えている。
(平成2年2月10日 同志社大学)
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